
日本医史学雑誌第45巻第1号(1999) 132

十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
ヒ
プ
ル
ギ
ー
自
署
員
唱
の
／
看
護
療
法
）
の
提

唱
者
は
、
ベ
ル
リ
ン
学
派
の
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
（
三
の
己
の
一
⑱
（
）
言
．
冨
四
昌
二

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
草
葬
の
女
医
生
澤
ク
ノ
石
原
昂

一
、
京
の
阿
闘
陀
宿
海
老
屋
の
実
態
片
桐
一
男

十
一
月
例
会
平
成
十
年
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
家
紋
か
ら
み
た
杉
田
玄
白
の
遠
祖
中
西
淳
朗

一
、
〈
医
は
意
な
り
〉
孜
ｌ
医
学
思
想
的
視
点
か
ら
Ｉ
舘
野
正
美

十
二
月
例
会
平
成
十
年
十
二
月
十
九
Ⅱ
（
土
）

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

日
本
薬
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
と
合
同
会

一
、
日
本
医
史
学
会
が
創
立
さ
れ
る
ま
で
岡
田
靖
雄

一
、
日
本
の
薬
学
教
育
史
：
最
近
の
医
療
薬
学
へ
の
転
換山
川
浩
司

一
、
日
本
の
女
性
獣
医
師
に
つ
い
て
長
尾
壯
七

｜
；
例
会
鋤
銅
！
Ｉ
ヨ

十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
学
派
に
よ
る

ヒ
プ
ル
ギ
ー
（
工
壱
三
四
①
ゞ
看
護
療
法
）
に
つ
い
て

平
尾
真
智
子

シ
昂
＆
昂
窒
‐
こ
ぎ
）
で
あ
る
。
一
八
九
○
年
代
前
半
に
ベ
ル
リ
ン
学
派

が
ラ
イ
デ
ン
博
士
を
中
心
と
し
て
こ
の
療
法
を
創
始
し
た
。

こ
の
ド
イ
ツ
の
ヒ
プ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
の
代
表
的
な

医
学
雑
誌
『
中
外
医
事
新
報
』
に
富
士
川
瀞
が
明
治
三
十
三
二
九
○
○
）

年
に
投
稿
し
た
「
知
学
的
看
護
法
」
と
い
う
文
献
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
富
士
川
は
ド
イ
ツ
語
の
《
《
弓
尉
⑱
①
三
門
冨
皀
門
言
寄
曽
］
‐

雨
己
呂
凋
①
ゞ
ゞ
の
訳
と
し
て
「
知
学
的
看
護
法
」
の
言
葉
を
使
用
し
た
。

現
在
「
知
学
」
と
い
う
言
葉
は
わ
が
国
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
ド
イ
ツ
語
の
乏
厨
⑳
①
。
の
ｏ
富
津
胃
言
は
弓
弱
め
①
一
勗
呂
島
の
形
容
訶

形
で
、
弓
尉
の
①
ロ
の
ｇ
島
の
現
代
の
訳
は
「
科
学
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
科

学
」
と
い
う
言
葉
は
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
は
「
個
別
学
問
」
の

意
味
で
用
い
ら
れ
、
明
治
が
進
み
近
代
日
本
の
学
問
教
育
体
制
が
整
う

に
つ
れ
て
、
今
日
と
同
じ
近
代
自
然
科
学
と
い
う
意
味
で
定
着
し
て
い

っ
た
。
富
士
川
に
よ
っ
て
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
「
知
学
的
看

護
法
」
に
は
、
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
医
師
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
氏
の
知

学
的
看
護
法
（
ヒ
プ
ル
ギ
ー
、
］
辱
冒
『
恒
の
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

内
容
は
、
知
学
的
看
護
法
の
定
義
、
歴
史
、
知
学
的
療
法
に
お
け
る
知

学
的
看
護
法
の
位
置
、
知
学
的
看
護
法
の
治
療
作
用
、
知
学
的
看
護
法

の
治
療
材
料
、
知
学
的
看
護
法
の
作
用
、
結
論
と
な
っ
て
い
る
。

知
学
的
看
護
法
（
冒
の
昌
躬
の
弓
の
号
旦
三
号
①
罫
‐
煙
己
ハ
①
巨
呂
品
①
）
と
は
、

知
学
的
認
識
を
根
拠
と
し
て
、
看
護
介
補
品
（
酉
房
ョ
言
の
一
）
を
応
用
す

る
法
則
を
講
ず
る
も
の
で
あ
る
。
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
が
こ
の
法
に
「
ヒ

プ
ギ
ー
」
畠
旨
昌
四
①
）
の
名
を
つ
け
た
。

知
学
的
看
護
法
は
「
看
護
法
時
報
』
Ｒ
①
尉
呂
『
弓
冨
『
寄
目
斎
弓
．
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詩
鴨
）
と
い
う
雑
誌
に
に
よ
っ
て
世
に
紹
介
さ
れ
た
。
医
家
の
看
護
法

に
知
学
上
の
基
礎
を
与
え
る
こ
と
に
貢
献
し
た
の
は
ベ
ル
リ
ン
学
派
の

諸
子
で
あ
る
。
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
が
一
八
九
八
年
に
著
し
た
「
看
護
法
」

（
目
⑦
困
国
三
《
①
二
昌
侶
①
）
は
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ヒ
、
サ
ム
エ
ル
著
の
『
普

通
療
法
講
本
」
の
第
一
巻
に
納
め
ら
れ
、
知
学
的
看
護
法
を
系
統
的
に

記
述
し
た
最
初
の
本
と
な
っ
て
い
る
。
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
は
ベ
ル
リ
ン

大
学
の
内
科
に
所
属
し
、
毎
月
一
回
『
看
護
法
時
報
」
を
編
集
し
て
い

る
。
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
は
ペ
ン
ッ
オ
ル
ド
、
ス
チ
ン
チ
ン
グ
編
「
内
科

治
療
全
書
』
の
付
録
と
し
て
「
医
家
の
看
護
法
」
と
題
す
る
大
作
を
も

出
版
し
て
い
る
。

看
護
法
（
尿
国
具
の
目
昌
凋
の
）
と
は
、
わ
が
国
で
俗
に
言
う
看
病
、
医

家
の
治
療
上
助
手
と
も
見
ら
れ
る
べ
き
看
病
人
が
、
医
学
上
の
知
識
な

く
し
て
単
に
病
人
の
看
護
に
従
事
す
る
こ
と
を
い
う
。
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー

ン
氏
は
こ
れ
を
分
類
し
て
、
穴
国
己
内
の
ご
く
①
勗
○
侭
自
侭
（
病
人
の
世
話
を
す

る
）
と
尻
目
三
＄
。
雪
冑
言
一
侭
（
病
人
を
看
守
す
る
）
の
二
つ
と
し
、
知
学

的
看
護
法
と
似
て
は
い
る
が
異
な
る
事
実
を
証
明
し
た
。
メ
ン
デ
ル
ゾ

ー
ン
は
「
知
学
的
看
護
法
」
を
従
来
の
看
護
法
と
区
別
す
る
た
め
に
「
医

家
の
看
護
法
」
負
国
二
言
ロ
呂
凋
①
昏
司
旨
の
＆
の
旨
①
『
）
と
も
い
っ
て
い
る
。

富
士
川
は
一
八
九
八
年
一
○
月
か
ら
一
九
○
○
年
八
月
ま
で
の
約
二

年
間
ド
イ
ツ
の
イ
エ
ナ
大
学
に
留
学
し
た
経
験
を
も
っ
て
お
り
、
帰
国

し
て
す
ぐ
『
中
外
医
事
新
報
」
に
「
知
的
学
看
護
法
」
を
執
筆
し
て
い

る
。
執
筆
の
理
由
と
し
て
、
今
日
の
看
護
法
は
知
学
的
療
法
の
一
科
目

に
属
し
、
生
理
学
及
び
そ
の
他
自
然
知
学
の
原
則
を
示
す
と
こ
ろ
を
標

準
と
し
て
、
疾
病
の
治
療
を
介
補
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
健
康
の
看

護
含
房
⑦
①
、
昌
邑
］
①
房
厨
昌
偶
の
）
は
衛
生
学
と
し
て
、
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ

ェ
ル
以
来
す
で
に
知
学
上
の
地
位
を
占
め
て
い
る
が
、
病
人
の
看
護

（
日
①
〆
国
三
肉
①
巨
菖
①
鴨
）
は
「
ヒ
プ
ル
ギ
ー
」
と
し
て
知
学
上
の
地
位
を

得
る
こ
と
を
試
み
て
か
ら
は
ま
だ
日
が
浅
く
、
わ
が
国
の
目
下
の
状
勢

に
あ
っ
て
は
、
実
地
医
家
の
目
を
こ
こ
に
注
ぐ
必
要
性
が
大
き
い
と
考

え
、
知
学
的
看
護
法
の
現
今
の
状
勢
を
略
述
し
同
業
者
に
紹
介
し
た
と

し
て
い
る
。

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
の
ヒ
プ
ル
ギ
ー
（
看
護
療
法
）
に
つ
い
て
は
西
洋
医

学
史
の
代
表
的
な
書
物
で
あ
る
シ
ン
ガ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
の
『
医

学
の
歴
史
」
や
ア
ッ
カ
ー
ク
ネ
ヒ
ト
の
『
世
界
医
療
史
』
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ら
の
「
図
説
医
学
の
歴
史
』
や
川
喜
田
愛
郎
の
『
近
代
医
学
の
史
的
基

盤
」
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
看
護
史
で
は
ド
イ
ツ
の
代

表
的
な
看
護
史
で
あ
る
ザ
イ
ト
ラ
ー
の
『
病
人
の
看
護
史
』
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
な
い
・

メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
の
看
護
療
法
か
ら
、
科
学
的
な
看
護
法
（
ヒ
プ
ル
ギ

ー
）
は
治
療
法
の
一
つ
で
あ
り
、
衛
生
学
を
応
用
し
、
人
体
に
は
外
部
的

に
作
用
し
、
副
作
用
や
習
慣
性
が
な
い
と
い
う
特
徴
を
も
つ
も
の
で
、

十
九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
療
法
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
に
お
け
る
十
九
世
紀
末
の
メ
ン
デ
ル
ゾ
ー
ン
の
ヒ
プ
ル
ギ
ー

の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

（
平
成
十
年
六
月
例
会
）


